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全国規模の小学生大会で優勝
大和田小学校６年生　安
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　ボルダリングは、2020年の東京オリンピッ
クで正式種目に選ばれた注目の競技です。
　大和田小学校６年生の安楽宙斗さんが、「第
１回アクアバンクボルダリング小学生競技大会
ＩＮ　ＩＮＡＧＩ」と「第21回ＪＯＣジュニア
オリンピック大会」で、見事に優勝しました。
　始めたきっかけは、小学２年生のときに、お
父さんと一緒にボルダリングのジムに行ったこ
と。小学４年生ころから徐々に力をつけました。
　夢は世界で注目される選手になること。いつ
かオリンピックにも出られるかな。
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ついても調査を進めていくと、本だけでは分か
らなかった人のつながりが見えてきました。
　これらをまとめて千葉市などで発表会を行う
ことになり、地域の歴史や体験者の証言、空襲
の被害があった場所の地図などの展示も行いま
した。このことが新聞に取り上げられると、「私
の話も聞いてほしい」という連絡が。戦争体験
者と戦争を知らない世代である自分たちとの接
点ができたことを感じました。
　米本空襲のことは、体験者がいなくなったら
忘れられてしまうかもしれません。「展示とい
う形で記録を残すことができてよかったです。
市内で11人の民間人が亡くなったことを心に留
めておいてほしい」と語る田村さん。戦争は絶
対にいけないという強い意志を感じました。

　昭和20年２月19日、米本地域がアメリカ軍の
空襲に遭い、死者11人、重軽傷者10人以上に上
りました。この悲劇を風化させないために、東
京成徳大学の日本伝統文化学科に通う田村和大
さんを中心とした５人が、小薗崇明助教の下で
空襲研究会として活動しています。
　発足のきっかけは、平成29年３月に、授業の
一環で発表した東京大空襲展。他の地域で起き
たことも調べてみたいという想いから、大学の
ある市内で起きた米本空襲を研究することにし
ました。参考にしたのは、昭和62年に広報広聴
課が発行した記録集「あの日から」。痛ましい
話の数々に、身近なところにもこれだけの悲劇
を経験した人たちがいることを実感しました。
　まず、市立郷土博物館の学芸員からアドバイ
スをもらいインタビューをしました。初めは独
特な言葉遣いや、苗字ではなく屋号で名前を呼
ぶ習慣にとても苦労したそうです。そこで、田
村さんはそれぞれの屋号を覚えて話を聞くこと
に。生活文化を理解し、体験者から直接話を聞
くことで、学ぶ意欲が湧き、聞けば聞くほど生
きた証を伝えなければという想いが強まってい
きました。相関図の整理や、その土地のことに

米本で起きた悲劇を忘れない
東京成徳大学の空襲研究会

住民福祉に300万円寄附
株式会社イマムラ興業（吉橋）

　株式会社イマムラ興業様から、300万円が寄
附されました。８月27日、市から表彰状と記念
品を授与しました。寄附金は住民福祉の増進の
ために活用させていただきます。
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「認知症を正しく知ろう」
長寿会連合会が研修を開催

　昭和39年に結成され、現在は約2,700人の会
員が活動する八千代市長寿会連合会。
　８月７日と23日「認知症を正しく知ろう」を
テーマにした研修に延べ90人が参加しました。
　７年後の2025年には、700万人前後と予想さ
れる認知症。大切なのは、社会とのつながりを
持ち続けること。クイズで脳のトレーニングを
したり、予防方法などを学んだりして、みんな
で支え合っていけるように交流を深めました。
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■八千代ふるさと親子祭り　８月25日に県立八千
代広域公園周辺で開催。水鉄砲を打ち合うウォ
ーターサバゲーで、暑さを忘れて白熱しました。

♪夏休み、楽しかったね♪

■大きなくじらの絵を作ろう　８月18日にオー
エンス八千代市民ギャラリーで、８ｍのクジラ
の絵にシールやテープで飾り付けました。

写真　ＲＯＬＬＦＩＬＭ

▲�
練
習
は
一
日
２
時
間
。
完
登
を
競

う
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
が
一
番
得
意


